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 若葉の美しい季節、キャンパスの並木も木陰を作るようになりました。法学類月報第 8

号では、4 月に法学類に着任された丸本由美子先生のご紹介、大学院博士前期課程（法学・

政治学専攻）からの寄稿、法学公開講座のお知らせをお届けします。 

 

 

 

◆連載◆ 法学類の先生    第６回 丸本由美子先生（日本法制史） 

みなさん、こんにちは。4 月に着任した丸本です。研究テーマは前近代の「社会保

障」にあたる救恤（きゅうじゅつ）や御救（おすくい）というシステム。飢饉や災害

の被災者の生活を支えるため、江戸幕府や藩はさまざまな対策をとりました。私が注

目している加賀藩では、被災者の収容施設を早い時期に設置し、かつそれを恒常的に

維持していた点が大きな特色です。 

 さて、私が金沢大学で仕事をするのは、これで 4回目になりました。 

まず、国家公務員Ⅱ種からの事務職員（総務・人事）として。2 回目が当時の教育

学部での実験助手。3 回目は、資料館担当の非常勤職員。4 回目が今です。また、金

大法学部卒業生なので、金大とのご縁はカレンダー上で 14 年になります。「カレン

ダー」という言い方をするのは、最初の就職期間が、修士課程院生時代と重なってい

るから。社会人学生だったこの時代は、実際の倍の時間にも思えます。法制史専攻の

「希少種」院生であったため、教授 2人を独占して史料の講読を行う、濃密なゼミを

受けられました（史料中のほんの一語に引っかかり、梅田先生と各種辞典や史料集を

どこまでもひっくり返して類語や語源を探し続けるとか…）。あの時間は、間違いな

く今の私の糧になっています。 

 金大の長い歴史の中でも、異色の経歴の持ち主でしょう。授業やゼミの運営も独特

かもしれません。よければ、確認にきてください。                           

 

 

 

「法学・政治学をより深く学ぶために」 

本学人間社会環境研究科博士前

期課程の法学・政治学専攻と、法務研究

科（＝ロースクール）はどのように違うのか

について、意外と知られていないそうです。



 

非常に粗雑ではありますが、それぞれの特徴

について、次のように言うことができます。 

ロースクールは法曹・実務家となるために

必要な学識及び能力を培うことを目的とし、

実務的観点を取り入れた講義や演習などが幅

広く提供されます。他方、法学・政治学専攻

は、「従来型の研究大学院」と呼称されるよう

に、研究者養成が念頭に置かれており、特定

のテーマに関する専門的な修士論文を書き上

げることが学業の中心に据えられ、提供され

る科目も専門的な演習が主となります。 

ただし、それぞれの研究科を取り巻く社会

状況が変化するなか、必ずしもロースクール

なら法曹へ、法学・政治学専攻なら研究者へ、

と進路が固定化されているわけではありませ

ん。全国的には、法学・政治学専攻で学びつ

つ、公務員試験や税理士試験、教員採用試験

にチャレンジするという例や、卒業後に民間

企業に就職する例も見られます。 

幸い、赴任以来、私の演習は素晴らしい学

生に恵まれ、ごく少人数での自由闊達な議論

が交わされています。このような雰囲気は法

学・政治学専攻ならでは、と思うことがあり

ます。 

研究職を希望される方はもちろんのこと、

法学・政治学専攻への進学に少しでも関心を

持たれた方は、5 月 29 日（木）12:15－12:45

の昼休みに人社第一講義棟 302講義室で開催

される説明会にぜひお越しください。 

 

法学・政治学専攻広報担当 髙秀成

 

公開講座「高校生から分かる法学・政治学の諸問題」を開講 

 法学類では、法科大学院と共同で、高校生を含む市民の皆様を対象とする公

開講座「高校生から分かる法学・政治学の諸問題」を下記の通り開講します。

皆様のご参加をお待ちしています。 

   日時 6 月 22 日（日）および 7 月 6 日（日）13 時 00 分～16 時 20 分 

   場所 しいのき迎賓館（金沢市広坂） セミナールームB 

   講師・テーマ  6月 22 日（日）岡田浩教授「選挙の意義と限界について考える」 

                   稲葉実香准教授「家族をもつという権利」 

           7月 6 日（日）髙秀成准教授「日常生活と契約法」 

                  永井善之教授「刑法入門―犯罪の成立要件」 

 定員 40 名 受講料（全 4 回）1,800 円（高校生は 1,200 円） 申込期限 6 月 13 日（金） 

お申込み・お問い合わせは、金沢大学地域連携推進センター（076-264-5272，5273、

平日 9 時から 17 時まで受付）までお願いします。 

●法学類の学生、卒業生、教員に関係するイベント等の情報を、ぜひお寄せください。 

●関係者の皆様のご寄稿を歓迎します。採用された方には、法学類グッズを進呈します。 

●本誌のバックナンバーは、法学類 HP (http://www.law.kanazawa-u.ac.jp/home/geppo)

に掲載していますのでご覧ください。 

また、メールでの定期配信（無料）をご希望の方は、金沢大学人間社会系事務部学

生課 法･経済学務係 (n-hkgaku@adm.kanazawa-u.ac.jp)までお申し込みください。 

●お読みになってのご意見ご感想は、上記メールアドレスまでお寄せください。 
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